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～ 嘉悦大学における事例調査 ～ 
An Utilization Study in Academic Library during Providing Learning Commons: 
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2 調査方法 
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出典：嘉悦大学情報メディアセンターフロアマップ（http://imc.kaetsu.ac.jp/guide/floors.html）を元に作成 
図 1 図書館 1階フロアマップ（ラーニングコモンズ設置前） 
 
①AVルーム 










































屋以外の設備に変更はないので、ここでは 1階の 5部屋のみの説明をする。 
 
図 3 図書館 1階フロアマップ（ラーニングコモンズ設置後） 
 
①ミーティングルーム 
4 人用および 6 人用のボックス席を設置した。可動式のモニターが配備されており、少人
数での打ち合わせやディスカッションに適したスペースとなっている。 
②クリエイティブルーム 
デスクトップ PC3台、プリンター、視聴覚資料の視聴ブースが 2台分設置されている。 
③スタディサポートルーム 























 調査期間は、ラーニングコモンズ設置前は 2015年 1月 13日（火）、15日（木）、19日（月）
の 3日間、設置後は 2015年 7月 9日（木）、13日（月）、14日（火）の 3日間とした。過去
の利用統計より火曜日と木曜日は比較的利用が多く、月曜日は少ないので、両方の曜日を含
むようにした。また最後の 1日は定期試験の時間割発表後となっている。時間は、各日 9:00
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図 4 調査用紙（チェックリスト）記入例 




 調査は 1日 3回 3日間実施し、ラーニングコモンズ設置前は合計 263名、設置後は合計 299
名が観察された。調査日の 1日の入館者数は表 1のとおりで、設置前と設置後ではあまり変
化がなかった。利用者の属性は、ラーニングコモンズ設置前は、学生 251名、教職員 6名、
学外者 6名、設置後は、学生 288名、教職員 3名、学外者 8名であったが、目視での属性の






表 1 ラーニングコモンズ設置前と設置後の入館者数の比較 
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【ラーニングコモンズ設置前】 （人） n=263 【ラーニングコモンズ設置後】 （人） n=299
利用行動内容 人数 割合 利用行動内容 人数 割合
PC作業(ノートPC) 85 32% PC作業(ノートPC) 131 44%
PC作業（備え付け） 14 5% PC作業（備え付け） 8 3%
OPAC利用 15 6% OPAC利用 7 2%
本などで勉強 48 18% 本などで勉強 45 15%
読書（本） 7 3% 読書（本） 18 6%
読書（雑誌） 4 2% 読書（雑誌） 6 2%
新聞閲覧 1 0% 新聞閲覧 3 1%
スマホ・携帯電話使用 66 25% スマホ・携帯電話利用 81 27%
書架で資料探し 18 7% 書架で資料探し 22 7%
資料の貸出・返却 14 5% 資料の貸出・返却 11 4%
視聴覚資料の利用 1 0% 視聴覚資料の利用 1 0%
コピー機を使用 17 6% コピー機を使用 8 3%
プリンタで印刷 12 5% プリンタで印刷 10 3%
カウンターで相談 11 4% カウンターで相談 4 1%
話し合い・雑談 35 13% 話し合い・雑談 43 14%
寝ている 15 6% 寝ている 27 9%
その他の作業 23 9% その他の作業 7 2%
注）割合は人数を観察者数で割ったもの
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表 4 ラーニングコモンズと閲覧席での利用行動の違い 
 
3.2.2 個人およびグループ利用の違い 

















人数 割合 人数 割合 人数 割合
PC作業(ノートPC) 96 53% 32 43% 128 50%
PC作業（備え付け） 0 0% 8 11% 8 3%
OPAC利用 2 1% 1 1% 3 1%
本などで勉強 39 21% 5 7% 44 17%
読書（本） 12 7% 5 7% 17 7%
読書（雑誌） 2 1% 3 4% 5 2%
新聞閲覧 0 0% 2 3% 2 1%
スマホ・携帯電話利用 52 29% 27 36% 79 31%
書架で資料探し 2 1% 3 4% 5 2%
資料の貸出・返却 0 0% 1 1% 1 0%
視聴覚資料の利用 0 0% 1 1% 1 0%
コピー機を使用 0 0% 4 5% 4 2%
プリンタで印刷 4 2% 5 7% 9 4%
カウンターで相談 0 0% 3 4% 3 1%
話し合い・雑談 4 2% 39 53% 43 17%
寝ている 20 11% 7 9% 27 11%
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表 7 話し合い・雑談に利用する場所 
3.2.4 滞在時間 
 ラーニングコモンズ設置前後の滞在時間を場所別に集計したものが図 7である。時間は 10
分単位にまとめた。各回の観察時間が 60分間なので、60分以上の滞在時間は計測できない。
「書架・その他」には書架、カウンター、OPAC、コピー機、プリンター等が含まれる。ラ
ーニングコモンズ設置前は、10 分までの利用が多く、次に 51～60 分の利用が多い。ラーニ
ングコモンズ設置後は、51～60分の利用がかなり多い。ラーニングコモンズ設置前後どちら
（人）
人数 割合 人数 割合 人数 割合
個人 164 90% 23 31% 187 73%
グループ 18 10% 51 69% 69 27%




1F・AVルーム 0 1F・ミーティングルーム 14
1F・簿記実習室 0 1F・クリエイティブルーム 10
1F・グローバルルーム 13 1F・スタディサポートルーム 6
1F・スタディサポートルーム 2 1F・コミュニティルーム 6
1F・グループワーキングルーム 0 1F・グループワーキングルーム 5
1F・新聞閲覧席 4 1F・新聞閲覧席 0
2F・閲覧席（個人キャレル席） 4 2F・閲覧席（個人キャレル席） 0
2F・閲覧席（グループ席） 6 2F・閲覧席（グループ席） 4
1F・書架 3 1F・書架 0
1F・コピー機 7 1F・コピー機 0










































図 8 館内での移動回数 
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